
 

大規模広域災害時におけるバスによる緊急輸送に関する協定 

  

 福井県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県及び徳

島県（以下「府県」という。）並びに関西広域連合（以下「広域連合」という。）と、福井

県バス協会、三重県バス協会、滋賀県バス協会、京都府バス協会、大阪バス協会、兵庫県

バス協会、奈良県バス協会、和歌山県バス協会、鳥取県バス協会及び徳島県バス協会（以

下「府県バス協会」という。）は、大規模広域災害（被害が複数の府県にまたがり、または

単独の府県でも被害の規模が甚大で、広域的な対応が必要とされる災害をいう。）が発生し

た場合におけるバスによる緊急輸送に関して、次のとおり協定を締結する。 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、大規模広域災害時において、府県が府県バス協会の協力を得て、そ

の会員のバスを使用して緊急輸送を行う場合に必要な事項を定めるものとする。 

 

（要請） 

第２条 府県は、大規模広域災害時において、次条に掲げる業務を遂行するため必要があ

るときは、府県バス協会又はその会員に対し協力を要請するものとし、府県バス協会の

会員は、可能な限りこの要請に応じる。 

２ 前項の規定による要請は、文書により業務の内容及び期間等を指定して行う。ただし、

その暇がないときは、口頭で要請し、その後速やかに文書を送付する。 

３ 府県は、第１項の規定により、府県バス協会の会員に直接要請したときは、府県バス

協会に対しその旨を報告する。 

４ 府県は、大規模広域災害時において、府県バス協会に対し協力を要請したときは、本

協定に基づくものか否かに関わらず、広域連合に対しその旨を報告する。 

５ 府県は、他の府県のバス協会又はその会員に対し協力を要請する必要があるときは、

広域連合に対し他の府県との調整を要請することができる。 

６ 広域連合は、前項の要請を受けたときは、各府県の避難計画等を踏まえ、速やかに他

の府県と調整の上、応援の割当てを定めた応援計画を作成し、被応援府県及び応援府県

に通知する。なお、広域連合が行う他の府県との調整は、近畿圏危機発生時の相互応援

に関する基本協定第２条に基づく協議を踏まえて行う。 

７ 応援府県は、前項の通知を受けたときは、当該府県のバス協会又はその会員に対し協

力を要請する。 

８ 第１項後段、第２項及び第３項の規定は、前項の場合に準用する。 

 

（業務内容） 

第３条 本協定により府県が府県バス協会又はその会員に対し協力を要請する業務は、次

別添 



 

のとおりとする。 

（1）被災者（滞留者を含む。）の輸送業務 

（2）災害応急対策に必要な要員、資機材等の輸送業務 

（3）ボランティアの輸送業務 

（4）その他バスによる支援業務 

 

（業務報告） 

第４条 府県バス協会の会員は、前条の業務を実施したときは、当該業務の終了後速やか

に、文書によりその業務内容を、要請を行った府県（以下「要請府県」という。）に報告

する。 

２ 要請府県は、前項の規定により業務報告を受けたときは、府県バス協会に対しその旨

を報告する。 

 

（費用負担） 

第５条 第２条の規定により、府県バス協会の会員が実施した業務に要した費用は、要請

府県が負担する。 

２ 前項の費用は、当該業務を行うために要する通常の実費とし、要請府県と府県バス協

会が協議して定める。 

 

（費用の請求及び支払い） 

第６条 府県バス協会の会員は、業務の終了後、当該業務に要した前条の費用について要

請府県に請求する。 

２ 要請府県は、前項の請求があったときは、内容を確認し、当該府県の規定により、そ

の費用を府県バス協会の会員に支払う。 

 

（事故等） 

第７条 府県バス協会の供給したバスが故障その他の理由により運行を中断したときは、

府県バス協会は速やかに当該バスを交換してその供給を継続しなければならない。 

２ 府県バス協会は、バスの運行に際し事故が発生したときは、要請府県に対し速やかに

その状況を報告しなければならない。 

 

（旅客及び第三者に対する責任） 

第８条 府県バス協会又はその会員は、バスの運行に際し、府県バス協会の責に帰する理

由によりバスの利用者及び第三者に損害を与えたときはその賠償の責を負う。 

 

 



 

（従事者の災害補償） 

第９条 この協定に基づく業務の実施により、当該業務に従事した府県バス協会の会員の

従業員が、負傷し若しくは疾病にかかり、又は死亡した場合において、府県は、次に掲

げる場合を除き、当該府県の規定に準じて、その損害を補償する。 

（1）当該損害が業務に従事する者の故意又は重大な過失による場合 

（2）当該損害につき、府県バス協会及びその会員又は業務に従事する者が締結した損害保

険契約により、保険給付を受けることができる場合 

（3）当該損害が第三者の行為によるものであって、当該第三者から損害賠償を受けること 

ができる場合 

 

（支援体制の整備） 

第 10条 府県バス協会は、大規模広域災害時における広域的な連携を確保するため、広域

応援体制並びに情報連絡体制の整備に努める。 

 

（協力会員名簿の提出） 

第 11条 府県バス協会は、その会員の連絡先を記載した名簿と各会員が所有するバス車両

台数の一覧を毎年度１回、府県及び広域連合に提出する。 

 

（個別協定との関係） 

第 12 条 この協定は、府県がバスによる緊急輸送に関して、府県バス協会と個別に締

結している協定（この協定の適用日以降に締結するものを含む。）の効力を妨げるも

のではない。 

 

（有効期間） 

第 13条 この協定の有効期間は、協定の締結の日から１年間とする。ただし、期間満了の

１ヶ月前までに、府県、広域連合、府県バス協会のいずれからも改廃の申し出がない場

合は１年間更新するものとし、その後も同様とする。 

 

（その他） 

第 14 条 本協定に定めのない事項又は本協定に定める事項に関して疑義が生じたときは、

その都度、府県、広域連合、府県バス協会が協議して定める。 

 

（雑則） 

第 15条 第 12条の個別協定を締結していない府県においては、大規模広域災害に該当

しない災害についても、この協定の規定を準用できる（第２条第４項から同条第８項

の規定を除く。）。 



 

 本協定の締結を証するため、本書を作成し、記名押印の上、各１通を保有する。 
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